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馬場忠雄 理事・副学長（70 歳）、森田陸司 理事・副学長・附属病院長（74 歳）の任期満了に伴う後
任で、任期は 2014 年３月末までの６年。 
2008.04.01 平成 20年 第 2 号
滋賀医大ニュースレター 
次期副学長を決定 
理事・副学長 
 
病理学講座 教授 
服部 隆則（62歳） 
理事・副学長・附属病院長 
 
内科学講座 教授 
柏木 厚典（61 歳） 
実験を行った脳波検査室 
聴覚障害者向けに「わさびの臭い」を使って知らせる 
火災報知器の実証試験を実施 
実験室での今井助教 
火災時、特に睡眠中に聴覚障害者
や耳の遠い高齢者らが警報を聞き
逃して逃げ遅れてしまう問題を解
決するため、警報音の代わりに
「わさびの臭い」を使って知らせ
る火災報知器の開発をシームス株
式会社（東京都）、エア・ウォー
ター防災株式会社（神戸市）らが
進めており、本学の今井眞助教
（精神医学講座）が臨床実験を行
いました。 
本実験により、わさび臭には睡眠
からの覚醒作用があり、特に聴覚
障害者に対して有効であることが
実証されました。 
この聴覚障害者向けに「わさびの
臭い」で知らせる世界初の本格的
火災警報器の開発及び実証試験の
模様については、平成 20 年 3 月 2
日に NHK 全国ニュースにて報道さ
れたほか、ロイター通信社、英
BBC によって世界各国に向けて配
信され、反響を呼んでいます。 
【実証試験の概要】 
聴覚障害者 4名を含む 20～40歳代の被験者 14名に対し、脳波検査にて睡眠を確
認した後、まず臭気を含まない気体を室内に噴霧し、睡眠の継続を確認しました。 
 次に 1分半後、わさび臭を含有した気体を噴霧し、睡眠覚醒状態の変化を観察した
ところ、鼻づまりの被験者１名を除いて、枕元に臭気が到達してからおよそ 10秒から
2分後にすべての被験者が目を覚まして室内のブザーを押すことができました。 
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嘉田滋賀県知事らを迎え学外有識者会議を開催 
会場内の様子 
２月２０日(水)、市内のホテルに
おいて、滋賀医科大学学外有識者
会議を開催しました。当日は嘉田
由紀子滋賀県知事ら７名の委員及
び顧問の岡本道雄（財）日独文化
研究所理事長にご出席をいただき
ました。 
学長挨拶の後、本学の活動状況を
それぞれ馬場理事から教育・研究
面について、森田理事から病院・
診療面について、また村山理事か
ら経営等について説明を行いまし
た。 
引き続き日高敏隆議長の進行のも
と、各委員から全人的医療の実
践、地域と医療における大学の役
割、女性医師への支援、卒業生の
確保、助産師の養成、臨床医の姿
勢、経営の効率化など、様々なご
意見・提言をいただきました。 
貴重なご提言を今後の大学運営に
活かしていきたいと考えておりま
す。 
質問に答える吉川学長 
本学では、平成１６年４月の国立大学法人化を契機に、教育研究活動、医療活
動、経営方針等について、学外の有識者から助言や勧告をいただくことを目的と
して「滋賀医科大学学外有識者会議」を設置しました。 
全国初の聴覚障害学生医師国家試験合格について 
記者会見を実施 
記者会見場の様子 
 
平成 13 年の医師法の改正により視
聴覚障害などの絶対的欠格条項が
廃止されたことで、視聴覚障害者
の入学が可能となり、 それにより
入学した竹澤公美子さんが、この
度医師国家試験に見事合格されま
した。 
このことは、全国の医学部、医科
大学として初めてのケースです。
当日は、竹澤さんとともに本学教
職員６名が出席し、記者からの質
問等に応対しました。この記者会
見の模様は数多くの新聞や TV ニュ
ースで報道されました。 
記者会見で竹澤さんは「合格がゴ
ールではなくて１つの通過点であ
り、むしろ大変なのはこれからだ
と思う。本当にこれからがんばっ
ていかなければならないという気
持ちでいっぱいです。」と力強く
語っておられました。今後は、本
学医学部附属病院で２年間の研修
がスタートします。 
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「今どきの学生」に関する調査結果をもとにＦＤ研修会を開催 
平成１９年度に文部科学省から新
たな社会的ニーズに対応した学生
支援プログラム（学生支援ＧＰ）
として採択された『地域「里親」
による医学生支援プログラム』の
プロジェクトの一つとして、去る
１月２８日（月）に、「今どきの
学生」と題してＦＤ研修会＊を本
学看護学科棟で開催しました。 
当日は 60 名を超える参加があり、
事前にお寄せいただいた「今どき
学生」の行動や態度に驚かされた
事例、学生への対応や指導に困っ
たことなどの事例などの調査結果
を踏まえ、検討・対応方法等、活
発な意見交換が行われました。 
 
大学の先生たちも教え方につ
いて学びます 
空手道部による演舞披露 
外国人留学生との交流会「国際交流の夕べ」を開催 
平成２０年１月９日（水）に、
「国際交流の夕べ」と題して、滋
賀医科大学に在籍する外国人留学
生らとの交流会を開催しました。 
会場には、本学に在籍している外
国人留学生、外国人研究者をはじ
め、日頃ご支援いただいている関
係団体、ボランティアの方々、教
職員など、総勢７７名が集い、親
睦を図りました。 
今年は空手道部の学生による演舞
が披露され、また混声合唱団のリ
ードで全員が琵琶湖周航の歌を合
唱するなど、和やかなひとときを
過ごしました。 
毎年恒例の本交流会は、本学の国
際交流に関係する様々な方々の交
流の場となっています。 
ステージでのあいさつ 
学内ESCO事業が省エネルギーセンター会長賞を受賞 
吉川学長への報告 
 
平成２０年１月３０日～３１日東京ビッグサイトにて平成１９年度省
エネルギー優秀事例全国大会が行われ、本学が栄えある省エネルギー
センター会長賞を受賞しました。 
【ＦＤ（ファカルティ･ディベロップメント）】 
教員が授業内容・方法を改善し向上さ
せるための組織的な取組みのことで、授
業方法についての研究会の開催などを
指します。 
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附属病院でひなまつりコンサートを開催 
去る２月２６日～３月３日にかけ
て附属病院の玄関ホールに花を顔
に見立てたひな人形を飾りまし
た。入院患者さんに季節を感じて
もらおうと、看護部華道部の協力
を得て製作しました。この様子は
中日新聞（２月２８日朝刊）にも
紹介されました。 
また、３月３日午後３時半から
は、例年ご協力くださる大正琴琴
城流琴昇会によるひな祭りコンサ
ートが行われました。140 名程の
方が美しい音色や懐かしい歌に耳
を傾け、ともに口ずさみました。
会場からはリクエストもあり、一
足早く春の気分を満喫することが
できました。 
美しい音色が院内に響きまし
た 
市民公開講座「最新のがん治療」を開催 
質疑応答の様子 
滋賀医科大学では、京都大学、三
重大学、大阪医科大学のグループ
で、平成１９年度文部科学省「が
んプロフェッショナル養成プラ
ン」に採択されました。これは、
がん専門医を育成する事業であ
り、事業の一環として、一般市民
の皆様にがん治療についての最新
の知識を得ていただく機会を提供
するために市民公開講座を実施し
ました。 
当日は４８名の参加があり、本学
谷 教授が司会を勤めるなか、目片
講師、中川助教の講演に、熱心に
耳を傾けるとともに、活発な質疑
応答が行われました。 
第３回コ・メディカルスタッフの合同研修会を開催 
当日は放射線部、栄養治療部、リ
ハビリテーション部、検査部から
活動状況や最新技術についての発
表があり、コ・メディカルスタッ
フの視点から課題を共有しまし
た。 
森田陸司病院長らによる審査の結
果、検査部の発表演題「心臓超音
波診断装置の最新テクノロジー 
―３Dエコー法について―」が金
賞を受賞しました。 
取組の発表と質疑応答を行い
ました 
【コ・メディカルスタッフ】 
医師・看護師以外の医療従事者の総
称で、病院内で活躍する薬剤師・理学療
法士・管理栄養士など様々な専門職種
のスタッフのことを指します。 
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基礎講義実習棟の屋上に太陽光発電システムを設置 
滋賀医科大学では、基礎講義実習
棟の屋上に最大２．５Kwの太陽光
発電システムを設置し、このほど
稼働を開始しました。 
一般講義棟の屋上に設置された太
陽光発電パネルのサイズは、縦
６．５メートル、横３メートル。
本学での設置は初めてで、発電し
た電力は学内で使用する電力の一
部に充てられます。 
滋賀医科大学では、今後２年間を
かけてさらに最大１０Kwまで規模
を拡大していき、施設面での地球
環境保全に関する取り組みを進め
ていく予定です。 
 
屋上に設置された太陽光発電
パネル 
吉川隆一学長の退任記念講演会を開催 
吉川隆一 第５代学長 
今年度末に任期を迎えて退任する
吉川隆一学長の退任記念講演会
が、１２日に本学臨床講義室にて
開催されました。 
講演では、教員時代に取り組んだ
糖尿病性腎症についての研究や、
学長として在任中の７年間に取り
組んできた活動を振り返りなが
ら、ユーモアを交えてお話しさ
れ、最後に教職員に向けて「個性
を磨き、特徴を示せ」とのメッセ
ージを語られました。 
お話しの後には関係者からいくつ
もの花束が贈られ、会場に詰めか
けた 150 名を超す教職員、学生ら
から惜しみない拍手が送られまし
た。 
講演会終了後、新病棟６階の食堂
に場所を移して、吉川隆一学長及
び同じく今年度末に退任する森田
陸司病院長を囲んで退任記念祝賀
会を開きました。ゆかりの方々が
多数参加し、思い出話に花を咲か
せるとともにお二人の功績を称え
ました。 
講演会場内の様子 
花束を受け取る吉川学長：左 
祝賀会で花束を贈られるお二人：右 
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都市エリア産学官連携促進事業（発展型）－びわこ南
部エリア－ 平成１９年度研究成果報告会を実施 
ナノ粒子診断技術について 
発表する犬伏教授 
 
滋賀県産業支援プラザが主催し、
文部科学省・滋賀医科大学・立命
館大学後援で、「患者負担軽減の
ためのオンサイト診療システムの
開発」にかかる研究成果報告会
が、３月１８日に琵琶湖ホテルで
行われました。 
本学からは、学長が、「滋賀医科
大学における産学官連携への取り
組み」の基調講演を行い、外科学
講座谷教授が「体腔鏡手術ロボテ
ィック技術の開発研究」、MR 医学
総合研究センター犬伏教授が「ナ
ノ粒子診断技術の開発研究」につ
いて、成果報告を行いました。 
シンポジウム「精神科リハビリテーションと地域精神保健を 
支援するもの」を開催 
本学では、平成１２年度から障害
者支援の一環として毎年シンポジ
ウムを開催し、医療や介護の現場
で働く人、患者やその家族等で構
成する自助グループも積極的に参
加いただいていますが、この度、
３月２３日（日）に草津市立市民
交流プラザ大会議室（フェリエ南
草津５階）において標記テーマの
シンポジウムを開催しました。 
今回のシンポジウムは、精神疾患
を持つ人への支援の現状と今後の
展望について、滋賀県健康福祉
部、龍谷大学社会学部、本学看護
学科のシンポジストによる行政・
福祉・看護それぞれの立場からの
講演の後、シンポジストと参加者
らの間で活発な意見交換が行われ
ました。 
会場内で講演を聴く参加者
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４月 ８日    入学式 
５月１０・１１日 浜松医科大学との学生交流会 
５月３１日    解剖体慰霊法要 
６月７・８日   Ｃ病棟への移転 
６月２１日    公開講座「心を育むための心理学と精神医学」
平成 20年 4月～6月の行事予定 滋賀医科大学 
企画調整室 
大学名： 
国立大学法人 滋賀医科大学 
所在地： 
〒５２０－２１９２ 
滋賀県大津市瀬田月輪町 
開学： 
１９７４年１０月１日 
活動内容： 
教育・研究・診療 
大学概要 
役員： 
学長      馬場忠雄 
理事（教育等） 服部隆則 
理事（医療等） 柏木厚典 
理事（経営等） 村山典久 
理事（総務等） 脇坂信夫 
〒520-2192 
滋賀県大津市瀬田月輪町 
 
TEL: 
077-548-2011 
 
FAX: 
077-543-8659 
 
E-MAIL: 
hqkouhou@belle.shiga-med.ac.jp
 
本学 Web サイト 
URL: 
http://www.shiga-med.ac.jp/ 
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教育関係 
H20.3.29 各紙（６紙） 難聴の医大生国家試験合格 
H20.3.18 各紙（６紙） 地域「里親」による学生支援プログラム 
H20.3.11 毎日 受けにくい乳がん検診（滋賀医大学生調査） 
H20.2.29 京都 滋賀、全国３位に躍進人口あたりの大学生数 
H20.2.24 産経 医師国家試験の大学別合格率 
 
研究関係 
H20.3.19 KIPPO NEWS  聴覚障害者向けに「わさびの臭い」で知らせる、世界初の本格
的火災警報器  
H20.3.17 ロイター通信社  Wasabi fire alarm a lifesaver for the deaf （聴覚障害者に対する
わさび臭による報知器）  
H20.3.6 Medical Tribune  滋賀医科大学「睡眠学講座」睡眠知識の普及と応用に貢献  
H20.2.24 読売  ＥＳ研究 重要性増す（鳥居教授コメント）  
H20.2.18 毎日  介護で腰痛 8 割経験（滋賀医大調査）  
 
病院関係 
H20.3.29 リビング滋賀  滋賀県の周産期医療ネットワーク  
H20.3.21 リビング京都  精神科リハビリテーションと地域精神保健を支援するもの（本学
シンポジウム）  
H20.3.12 京都 手作りかばん 患者に好評  
H20.2.29 読売 乳がん手術後の慢性痛 抗うつ薬服用で消失（ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ科）  
H20.2.28 中日  ひな人形お目見え  
H20.2.26 朝日 厚労省「県がん拠点病院」県内の指定見送り  
H20.2.13 ｴｺﾉﾐｽﾄ増刊 「痛み！」の最強ドクター128 人（ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ科：福井先生）  
H20.2.11 京都 産科医２割「辞めたい」（滋賀医大生が県内調査）  
H20.2.11 京都 産科医不足解消労働環境が大切（滋賀医大生、体当たり調査） 
H20.1.6 読売 病院の実力 乳がん受診率の向上課題  
H20.1.4 読売 激務の産科医 感謝励み  
H20.1.3 読売 安心して産める体制を  
H20.1.1 読売 防げ「お産難民」産科医不足に策（野田教授）  
 
社会連携関係 
H20.3.23 北国新聞  メタボ健診、自覚と継続を 北國健康生きがい支援事業 予防医
学フォーラム  
H20.3.21 日経  立命館大、医科大と提携加速  
H20.3.20 京都  歯科医療テーマ講座と相談会  
H20.3.16 産経 メタボ予防楽しく学ぶ（大津で食育・健康セミナー） 
H20.2.22 各紙（３紙）  公開講座「最新のがん治療」  
H20.2.18 京都  滋賀アレルギーフォーラム  
H20.2.6 各紙（２紙）  花粉症テーマ大津で講演会  
 
その他 
H20.2.3 朝日  大津くらしの講習会  
H20.3.5 京都  滋賀医大副学長 服部氏と柏木氏  
 
報道された滋賀医科大学 （平成 20年１月～平成 20年３月） 
